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令和2年度人生の最終段階における
医療体制整備事業

 本人の意思を尊重した人生の最終段階における医療・ケア
を実現するため、

 医療機関や在宅医療の場等において、「人生の最終段階に
おける医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」
に則って、人生の最終段階における医療・ケアに関する
意思決定等の際に本人や家族等の相談に乗り、必要に応じ
て関係者の調整を行う相談員を含む医療・ケアチームの
育成をすること、

 また、医療従事者等にガイドライン及び人生会議（ACP：ア
ドバンス・ケア・プランニング）への理解を深めてもらう
ことで、人生の最終段階における医療・ケアについて本人
の意思が尊重される環境整備に資することを目的とする
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改訂前の「人生の最終段階における医療の
決定プロセスに関するガイドライン」

病院での活用を想定
延命治療（人工呼吸器や心臓
マッサージなど）の開始や中止
に関するルールを定めたもの

３つの大きな柱
１．患者さんご本人の意思決定を基本とし尊重すること

２．医師のみならず、看護師なども含むチームで方針の
検討・判断をすること

３．痛みや不快な症状をやわらげるケアを充実させること 5
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３つの大きな柱は、そのままに

１．患者さんご本人の
意思決定を基本とし
尊重すること

２．医師のみでなく、
チームで方針の検討・
判断をすること

３．痛みや不快な症状を
やわらげるケアを充実
させること

新しい「人生の最終段階における
医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」

2018年3月～
病院以外の場所でも

ケアの重視

アドバンス・
ケア・プランニング

Advance Care Planning
(ACP) 6
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本研修の目標
１. 在宅・介護施設等の医療・ケアチームが、「人生の最終
段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイド
ライン」を理解し、支援を実践できる

２ . 意思決定、およびその支援に必要な知識を習得する
- 普段の暮らしに関わる中で、本人の選好や価値観を知り、それを共有
し、医療やケアに反映すること、また本人が意思決定の場面で意思表
出できない場合でも、これまでの話し合いを踏まえて意思を推定した
り、代弁者になりえること

３. 日常臨床・ケアの中で、ご本人と共にACP（人生会議）を
積み重ねていくことができる

４. ご本人の最善利益を考えられるよう相談・支援ができる
-どのような生活を送りたいのか、これから先をどう生きたいのかを共
に考えるプロセスを重視
-医療はあくまでその一部であり、治療の選択や療養場所の選択だけが
目的ではないことを理解する




